
 

 ４・２７院内集会 「熊本地震と災害・住宅対策、 

  住生活基本計画と居住支援、家賃補助を考える」 

 

             と き ２０１６年４月２７日（水）１２時～１５時 

                   ところ 衆議院第２議員会館・１階多目的会議室  

 

 〔趣旨〕４月１４日から連続的に起こっている「熊本地震」は、各地に甚大な被害をもたらし 

 ています。地震・災害への対策、とりわけ住宅対策が緊急に求められます。私たち住宅関係３ 

 団体は、１９日国交大臣に緊急要望書を提出しました。本日の院内集会は緊急にこの住宅対策 

 を取り上げます。また、３月１８日に閣議決定された、「住生活基本計画（全国計画）」の重要 

 課題と福島県の家賃補助について学習し、議論します。「住生活基本法」から１０年を経過し

た今年、その「基本法」の検証も含め、基本計画と居住支援、家賃補助について考えます。 

〔プログラム〕   

  主催者あいさつ 「熊本地震と災害・住宅対策」院内集会の趣旨にふれて  

           坂庭国晴（国民の住まいを守る全国連絡会・代表幹事） 

  各党国会議員のあいさつ （到着順） 

        

 講 演 1 「住生活基本計画と居住支援協議会の可能性と課題」 

             中島明子氏（和洋女子大学教授・日本住宅会議理事） 

 （休 憩） 

 

 講 演  ２ 「福島の借上げ仮設住宅廃止と家賃補助制度」 

        間野博氏（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター・特任教授） 

 

   報告と紹介   パンフレット「家賃補助の早期実現をー 若者、母子世帯、高齢者、 

    被災者の住宅実態と実現をめざす運動」 

     稲葉 剛（住まいの貧困に取り組むネットワーク・世話人） 

    細谷紫朗（全国借地借家人組合連合会・事務局長） 

 

  参加者からの発言、意見交換 

 

        〔開催団体〕日本住宅会議、国民の住まいを守る全国連絡会（住まい連） 

               住まいの貧困に取り組むネットワーク 


